
川　崎　山（かわさきやま）＿遺　跡　特　集

今回は、萱田町に所在する川崎山遺跡立

地点の発掘調査報告書が、刊行されたこと

に伴い、川崎山遺跡について紹介したいと■

思います。

【川崎叫遺跡の位副　川崎山遺跡は、八

千代市の中央部の萱田町に所在します。八

千代市市民会館の前の道路を隔てた南側一

帯が遺跡の範囲にあたります。遺跡の東側

には新川が流れ、遺跡の西側には池ノ台遺

跡、白幡前遺跡など、奈良・平安時代を中

心とした遺跡が連なって．います。遺跡周辺

は、近年宅地化が進んだ地区で、10年ほど

前までは一帯が山林と畑でしたが、現在でr

は様子か一変しています。

【遺跡甲概要】川崎山遺跡は、旧石器時

代一、／、ニ近世に至るまでの複合遺跡で、これま

でだ12ヶ所（a地点で1地点）を調査し、一

遺跡の東側ほぼ半分を調査したことになり．

ます。遺跡の中心となる部分はq地点とd

地点で、主体となる時代は、弥生時代の後

車“古墳時代の中ごろになります。この時

期の竪穴住居跡が現在まで合計88軒（内、

建て替え等を行った住居3軒を含む）、調査

されました（次ページ図面参照），これまで

の調査成果の主だった事柄を時代順にいく

つか取り上げたいと思います。

縄文時代では、けものを捕るための陥穴

（おとしあな）が37基、調査されました。

住居跡のような生活の痕跡ではなく狩猟の

痕跡が見つかったことから、縄文時代の川

崎山遺跡は狩猟のための狩場として使われ

ていたことをうかがい知ることができます。

弥生時代後半については、竪穴住居跡が

26軒、調査されました。多くの弥生土器が

出土しました。川崎山遺跡の弥生土器は、

八千代市を含む印旛沼周辺地域に特有の縄

目模様（附加条縄文【ふかじょうじょうも

ん】）をつけた土器と、神奈川、東京、千葉

南部などで多く出土するタイプ（南関東系）

の土器が混在する状態で出土しました。同

じ弥生時代の遺跡でも、市内、保品地区に

所在する栗谷遺跡と比較すると、栗谷遺跡

で出土している櫛くく・し）で模様を措く土

券が出土していないことや、口の部分の輪

積の痕跡をそのまま残し七いる土器が少な

いことが特徴として挙げられます。これは、

栗谷遺跡と比べて、川崎山遺跡の方が弥生

時代でも幾分新しいという事で、市内でも

僅か数キロの差で地域差が現れていること

を示しています。
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古墳時代中期の遺物

古墳時代は、前期の住居跡が29軒二中

期が33軒（内、‾建て替え等を行った住居3

軒を含む）、後期が3軒、合計餌軒の竪大

住居跡が調査されました。d地点に前期の‾

住居が‾多く分布し、C地点に中期の住居が

多く分布しています。また、後期になると

急速に集落の規模が小さく．なるなど、時代

による集落の分布や展開の違いなどが明ら

かになってきました。・

古墳時代前期の竪穴住居跡から．は、鉄渾

（てっさい）一一一一鍛治作業の際に出る鉄の屑

のこと－が些土しました。古墳時代前期（4

世紀頃）の川崎山遺跡で既に鉄製品を作っ

ていた住居があったことになります。

また、古墳時代前期の住居跡の中には焼

失住居と呼げれ、火災などで焼け落ちた住

居が何軒かありました。そうした住居跡か

ら出土した炭になった木材の樹木の種類を

分析したところ、クヌギが多いこと■が判り

ました。川崎山遺跡周辺の当時の森林の様

子をうかがい知る手掛かりになっていくで

しょう。
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また、古墳時代中期の住居跡中には、石

製模造品の工房跡も見つかっています。石

製簾造晶とは、古墳時代の中期に恐らくは

お祭りや儀式などに扱われた＿ものと考えら

れているもので、剣や勾玉のミニチュアの

ようなものを石で作ることからそのように

呼ばれています。h地点で調査された03

住居跡や06住居跡では、そうした、ミニ

チュア晶もさるこ・とながら、製作段階の石

の切りくずのようなものや半尭成晶のよう

なもの、更には製品を作るための原石とな

る大きな石材も出土しました。これらのこ

とから、ミニチュア晶を所有していた住居

ではなく、製作に携わっていた住居である

ことが判りました。

以上川崎山遺跡の特徴について何点か

紹介してきました。周辺の遺跡との比較を

すると、また、興味深い事柄もあり、他に

も紹介したいことはあるのですが、紙面の

都合もありますので、今回は、これくらい

にしたいと思います。　　（宮　澤）

一編集後記－

次回は、平成 18 年度もあとわずかと

・い う事で、「平成 18 年度を振 り返って」

と題して書きたいと思っています。
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